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「
雨
が
降
っ
た
ら
困
る
な
あ
」

「
ぜ
つ
た
い
降
ら
へ
ん
／
，
」

５
″
肥
日
廻
日
。
神
戸
ま
つ
り
は
、

や
や
く
も
り
っ
ぽ
い
が
晴
天
。

前
夜
祭
は
、
中
央
祭
典
が
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
で
、
ク
イ
ー
ン
神
戸
の
誕
生
と

プ
リ
ン
セ
ス
神
戸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

お
嬢
さ
ん
が
美
し
い
。
今
年
の
人
気
も

の
は
何
と
い
っ
て
も
ニ
ー
ス
の
民
族
舞

踊
団
。
南
仏
の
香
り
を
一
杯
散
ら
せ
た
。

東
灘
な
ん
で
も
祭
り
、
六
甲
フ
ァ
ミ

リ
ー
ま
つ
り
、
葺
合
『
一
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
ま

つ
り
、
諏
訪
山
カ
ー
ニ
バ
ル
、
湊
川
の

は
つ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
、
初
め
て
の
き
た
き

た
ま
つ
り
、
長
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

須
磨
音
楽
の
森
、
西
神
太
陽
と
緑
の
祭

典
、
港
の
パ
レ
ー
ド
、
芸
術
広
場
、
お
ま

つ
り
広
場
、
青
年
広
場
と
全
市
を
あ
げ

て
こ
の
二
日
間
は
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
ィ

万
才
／
・
神
戸
ま
つ
り

空
ま
で
飛
ん
だ
芸
術
広
場
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今年が初めてきたきたまつりにニースの舞踊団が

’
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兵庫はつびいひろばの車で笑わす移動寄席

左
お
祭
り
神
戸
っ
子
が
、
各
地
で
い
ろ

い
ろ
左
趣
向
を
こ
ら
し
て
楽
し
ん
だ
。

エ
ン
ェ
ン
８
時
間
続
い
た
大
パ
レ
ー

ド
は
、
批
界
中
の
、
日
本
中
の
踊
り

や
、
音
楽
や
、
風
俗
が
ね
り
歩
く
。

こ
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
混
沌
と
し
た
な

ん
で
も
あ
る
、
由
な
お
祭
り
に
こ
そ
、

神
戸
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
と
思
う
。

「
統
一
が
な
い
ナ
」
と
若
い
男
の
子

が
い
っ
た
。
そ
ん
を
も
ん
い
ら
へ
ん
／
、

ｎ
分
に
合
っ
た
広
場
へ
行
っ
て
、
自
分

の
波
調
に
あ
わ
せ
て
、
老
い
も
若
き
も

子
供
も
お
祭
り
バ
カ
に
な
れ
ば
い
い
。

お
祭
り
終
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
。
あ

の
若
も
の
達
は
ど
こ
へ
散
っ
た
の
か
。

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

第
１
回
プ
リ
ン
セ
ス

神
戸
っ
子
チ
ー
ム
パ
レ
ー
ド
初
参
加

小
山
乃
里
子

〈
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉

神
戸
ま
つ
り
が
終
っ
た
あ
く
る
円
、

私
の
右
手
首
は
い
た
い
た
し
く
も
哀
れ

に
も
、
純
白
の
ほ
う
た
い
き
り
り
と
ま

か
れ
、
か
な
り
左
人
側
は
ひ
い
た
も
の

の
、
ま
わ
り
の
反
応
は
な
ん
と
冷
た

く
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
階
段
ふ
み
は
ず
し

た
の
、
麻
雀
の
や
り
す
ぎ
だ
ろ
う
や

ら
、
は
て
は
神
戸
港
に
て
網
張
り
争
い

の
大
乱
闘
か
、
エ
ト
セ
ト
ラ
、
ふ
だ
ん

の
ふ
る
ま
い
、
ま
っ
た
く
裏
目
に
出

て
、
た
だ
一
人
や
や
同
情
的
だ
っ
た
の

が
、
痴
か
ん
を
投
げ
飛
ば
し
た
ん
で
つ

し
や
ろ
う
。
歯
を
み
が
く
こ
と
も
ま
ま

はりきりママさん六甲ファミリーまつりの民踊 爵

負
傷
に
も
負
け
ず

ビ
バ
サ
ン
バ
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可愛いいインドの女の子
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エ
ン
エ
ン

⑮
８
時
間
／
・

大
パ
レ
ー
‐
ド

ミナトだ. ' 船ミコシだワツシヨイノ
（生田神社チーム）

な
ら
ず
、
ま
ん
の
悪
い
こ
と
に
三
日
後

に
ス
ポ
ン
サ
ー
御
招
待
の
御
食
事
が
ぶ

厚
い
ス
テ
ー
キ
、
ナ
イ
フ
が
持
て
や
し

な
い
、
服
を
着
替
え
る
の
も
そ
ろ
り
そ

ろ
り
と
い
う
こ
ち
と
ら
の
事
情
な
ん
ぞ

理
解
し
よ
う
と
い
う
や
さ
し
い
心
根
の

も
の
ど
も
は
か
け
ら
も
い
な
い
、
し
た

が
っ
て
、
な
ん
で
手
首
な
ん
ぞ
を
ね
ん

ざ
し
た
か
と
い
う
理
由
を
の
べ
る
チ
ャ

ン
ス
ま
る
で
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
今
、
こ
こ
で
言
わ
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
前
置
き
が
長
い
け
れ
ど
、
よ
う

す
る
に
、
例
の
、
ビ
バ
・
サ
ン
バ
、
踊

り
狂
い
す
ぎ
て
の
結
果
な
の
で
あ
り
ま

し
て
、
な
ん
せ
初
参
加
、
衣
装
だ
っ
て
こ

れ
ご
ら
ん
の
通
り
紫
の
サ
テ
ン
に
、
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
グ
リ
ー
ン
の
ふ
り
子
は
、

ぴ
た
り
と
こ
の
細
身
の
体
を
包
み
、
な

ん
と
か
っ
こ
の
い
い
こ
と
ぞ
と
我
れ
な

が
ら
ほ
れ
ぽ
れ
と
見
ほ
れ
た
あ
げ
く
の

張
り
切
り
す
ぎ
、
た
し
か
生
田
警
察
の

裏
あ
た
り
、
や
あ
コ
ー
チ
ャ
ン
な
ど
と

か
け
声
が
か
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
ボ
ル

テ
ー
ジ
ぐ
－
ん
と
あ
が
り
、
ひ
ら
ひ
ら

と
の
ば
し
た
右
手
が
誰
か
の
手
と
あ
た

っ
た
か
な
あ
、
な
ん
て
ち
ら
り
と
思
っ

た
も
の
の
そ
の
ま
ま
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
を
踊
り
狂
い
、
東
遊
園
地
で
ひ
つ
く

り
返
っ
た
時
に
、
痛
み
は
突
如
お
そ
っ

て
き
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
で
も
面
白

か
っ
た
な
あ
、
全
て
を
二
時
間
に
凝
縮

し
て
、
燃
焼
さ
せ
た
あ
と
の
快
感
は
、

来
年
の
五
月
に
む
け
て
新
た
な
闘
志
を

か
き
た
て
る
の
で
あ
り
ま
す
る
。

三葬重工造船のデツカーイ亀と浦島太郎撚 灘
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ワ
ン

ペ
ア

子
連
れ
サ
ン
バ
／
・

初
出
場
〈
神
戸
っ
子
チ
ー
ム
〉

馬
野
英
子

〈
箸
満
商
店
馬
野
夫
人
〉

「
そ
や
け
ど
一
寸
恥
し
い
ナ
」
「
そ

な
い
言
わ
ん
と
お
母
さ
ん
一
ぺ
ん
出
て

み
よ
う
よ
」
中
学
二
年
生
の
娘
に
お
尻

を
た
た
か
れ
、
江
戸
シ
子
で
も
な
い
の

に
お
祭
り
が
こ
と
の
他
大
好
き
な
主
人

か
ら
は
「
祭
り
で
よ
う
お
ど
ら
ん
様
な

も
ん
し
や
あ
な
い
で
：
…
・
」
と
妙
な
ゲ

キ
レ
イ
を
受
け
、
勇
躍
お
ど
り
出
ま
し

た
（
文
字
通
り
）
と
も
か
く
サ
ン
バ
と

は
心
を
は
ず
ま
せ
、
お
祭
り
は
こ
れ
又

か
く
も
楽
し
い
も
の
か
と
あ
ら
た
め
て

知
っ
た
し
だ
い
で
す
。
そ
れ
で
も
初
出

場
と
は
、
融
通
の
き
か
な
い
の
で
、
あ

の
ナ
ガ
ー
イ
パ
レ
ー
ド
の
初
め
か
ら
は

り
き
り
す
ぎ
、
完
全
に
グ
ロ
ッ
キ
ー
、

先
輩
諸
姉
の
青
年
広
場
へ
い
そ
い
そ
向

う
す
が
た
を
横
目
で
み
て
、
娘
と
二
人

少
々
ス
タ
ミ
ナ
の
配
分
を
間
違
っ
た
ナ

と
心
残
り
で
し
た
。

と
も
か
く
あ
の
う
れ
し
い
衣
裳
を
つ

け
誰
れ
の
顔
だ
か
わ
か
ら
な
い
程
の
メ

ー
キ
ャ
ッ
プ
が
出
来
る
だ
け
で
も
楽
し

い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

か
く
て
心
は
は
や
く
も
来
年
の
神
戸

ま
つ
り
に
馳
せ
て
い
る
し
だ
い
で
す
。ママ頑張るノ

馬野英子さん

鍵蕊，
Ｖ
‐
Ｖ
Ａ
サ
ン
バ
ノ

出
た
ぞ
ノ
．

蕊謹1m蕊ii,ｉ
Ｆｂ’Ｌ＝亀一参二基

顕

美人ぞろいの韓国チーム
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…
…
…

神
戸
ま
つ
り
の
青
年
広
場
は
十
八
日

前
夜
祭
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
催
を
く
り
ひ

ろ
げ
た
。
午
後
１
時
に
は
う
ま
い
も
ん

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
オ

ー
プ
ン
。
初
夏
の
陽
を
い
つ
ぱ
い
に
浴

び
て
、
続
々
と
人
が
集
ま
っ
た
。
２
時

青
年
広
場
、
開
会
を
宣
言
、
ス
タ
ー
ト

は
、
大
丸
百
貨
店
提
供
番
組
『
ベ
ッ
コ

ス
ク
ェ
ア
で
会
い
ま
し
ょ
う
』
ラ
ジ
オ

関
西
公
開
録
音
、
若
い
フ
ォ
ー
ク
や
ロ

ッ
ク
パ
ン
ド
、
四
季
、
ラ
プ
バ
ー
ド
、

ラ
ラ
バ
ィ
が
熱
演
、
集
ま
っ
た
若
い
人

た
ち
が
拍
手
を
送
る
。
ひ
き
つ
づ
い
て

『
お
笑
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
こ
れ
は
ラ
ジ

オ
大
阪
の
公
開
録
音
、
農
協
ジ
ュ
ー
ス

の
提
供
、
若
い
漫
才
ト
リ
オ
が
笑
い
の

渦
を
ま
き
お
こ
し
た
。

５
後
、
お
ま
つ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
が
ス
タ
ー
ト
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ

ッ
ン
メ
ー
カ
ー
が
作
品
を
提
供
。
サ
ン

バ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
次
々
に
神
戸
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
せ
、
華
や
か
に
会
場

を
彩
っ
た
。
バ
ン
ド
は
花
屋
敷
、
シ
ョ

ー
椎
成
は
神
戸
ド
レ
メ
の
国
中
富
樹
子

協
力
は
芸
夢
と
ベ
ー
ー
ー
毛
皮
店
、
神
戸

大
丸
、
今
岡
、
上
月
の
バ
レ
ー
チ
ー

ム
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
中
村
雅
子
。

６
時
、
長
島
市
民
局
長
が
プ
リ
ン
セ

ス
神
戸
を
紹
介
、
会
場
は
い
よ
い
よ
超

満
員
、
７
時
い
よ
い
よ
サ
ン
バ
コ
ン
テ

ス
ト
が
ひ
ら
か
れ
た
。
舞
台
上
で
参
加

七
チ
ー
ム
が
猛
烈
に
サ
ン
バ
を
踊
り
審

査
員
か
ら
市
民
祭
協
会
賞
、
ブ
ラ
ジ
ル

領
事
館
賞
、
神
戸
新
聞
社
賞
、
月
刊
神

’
8６
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●アングラもでた
わかものの広場

青年広場（左頁）芸術広場

おまつりパーカッションはかくの通り

J申

二紀会テント小屋 お店もいっぱい人もいっぱいお日様いっぱい（東遊園地）

鶴
驚
一

瞳
酎
甥

マリリンモンロー鋒
開

鶏

ア
ン
グ
ラ
に
ヨ
ガ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
ノ
．

蒔
蕊
静
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蔦
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涼

１
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蕊

衿

青年広場の夜が更けてサンバを踊れば時間を忘れる宮崎市長とクイーン神戸を迎えてキャンドルサービス美人がいっぱい青年広場のフリーマーケット

勘

サンバ･ デ・コーベ・ビバ・サンバ・ヤーツ. ノサンバコンテストハイおつかれさんと長島市民局長

戸
っ
子
賞
を
ど
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
各
チ
ー

ム
に
贈
ら
れ
、
会
場
は
サ
ン
バ
の
リ
ズ

ム
に
わ
き
返
っ
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は

井
上
久
代
。
こ
こ
で
、
宮
崎
市
長
が
美

し
い
ク
イ
ー
ン
神
戸
と
と
も
に
来
場
、

可
愛
い
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の

山
手
女
子
短
大
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
の

先
頭
で
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
宮
崎
市
長
は
た
い
ま
つ
を
高
く
か
か

げ
〃
明
日
の
神
戸
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

創
り
ま
し
ょ
う
″
と
力
強
く
呼
び
か

け
、
若
い
人
た
ち
か
ら
握
手
ぜ
め
を
受

け
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
西
口
恵
子
。

前
夜
祭
の
最
後
は
サ
ン
バ
・
サ
ン

バ
、
サ
ン
バ
で
幕
を
閉
じ
た
。

四
日
の
青
年
広
場
は
お
馴
染
の
神
戸

学
院
落
語
研
究
会
の
大
熱
演
で
開
幕
、

落
語
好
き
の
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
た
。
午

後
２
時
か
ら
は
ア
マ
チ
ュ
ア
、
バ
ン
ド

合
戦
。
４
時
過
ぎ
ニ
ー
ス
か
ら
や
っ
て

き
た
舞
踊
団
が
椅
腿
な
民
俗
衣
裳
で
見

事
な
踊
り
と
歌
を
披
露
。
例
年
ど
お
り

韓
国
の
パ
レ
ー
ド
チ
ー
ム
も
来
場
、
豪

華
な
民
俗
衣
裳
で
、
結
婚
式
の
踊
り

や
、
京
都
の
韓
国
学
生
チ
ー
ム
が
踊
り

を
披
露
、
超
満
員
の
会
場
で
拍
手
の

嵐
、
各
チ
ー
ム
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

７
時
、
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー

ム
が
会
場
に
は
い
り
会
場
は
ま
た
、
サ

ン
バ
の
踊
り
に
渦
巻
い
た
。
南
ア
フ
リ

カ
か
ら
の
ア
カ
ン
バ
チ
ー
ム
も
や
っ
て

く
る
甲
南
大
ブ
ラ
研
チ
ー
ム
も
一
緒
に

な
っ
て
神
戸
ま
つ
り
最
後
の
夜
を
会
場

の
若
者
た
ち
と
踊
り
ま
く
っ
た
。

天然果汁1 0 0 ％農捲ジュースだよ
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経済人が多かった出版記念会

口
遠
い
海
鳴
り
の
日
に

明
石
在
住
の
作
家
黒
部
亨
さ

ん
が
、
こ
の
ほ
ど
講
談
社
よ
り

初
の
単
行
本
〃
遠
い
海
鳴
り
の

日
″
と
、
創
元
社
よ
り
〃
播
州

歴
史
散
歩
″
の
二
冊
を
上
梓
。

五
月
二
五
日
舞
子
ビ
ラ
に
お

い
て
約
二
百
名
の
先
輩
・
友
人

が
集
っ
て
出
版
記
念
会
が
開
か

一
れ
た
。
明
石
市
長
、
畑
神
戸
新

問
主
筆
、
陳
舜
臣
、
及
川
英
雄

講
談
社
の
三
木
取
●
締
役
、
創
元

社
の
東
秀
平
、
木
村
書
店
、
高

橋
孟
さ
ん
な
ど
、
明
石
の
教
育

,ﾛ . ｡ ～､ ｗザｗ１．－－A A b 』一ﾕ ﾛ ﾛ 堂_ ･ ﾛ ﾛ ﾛ 圏為弓ﾜ ﾛ q ､ , Ａ患．. . 帝

☆
神
戸
の
集
い
か
ら西脇さんを囲んで

鑑鰯羅織蕊垂登奄［

蕊 盤２，ユ

月
刊
「
オ
ー
ル
関
西
編
集
部
」

大
阪
市
北
区
梅
ケ
枝
町
八
○

梅
新
東
ピ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｇ
‐
四
段
ｌ
陰
躍
ｌ
『
（
代
）

狸

〈
７
月
号
予
告
〉

蕊 蕊磯鱗’
もうさんの似顔絵にてれる黒部夫妻黒部夫妻を囲んで

☆
グ
ラ
ビ
ア

「
女
の
四
季
」

市
剛
ひ
ろ
み

「
万
葉
記
」

犬
養
孝

対
話
シ
リ
ー
ズ

「
し
に
せ
の
心
」

☆
特
集祇

園
祭

☆
ハ
タ
セ
ン
の
ミ
ニ
博
物
誌

畑
専
一
郎
え
・
中
西
勝

☆
「
織
田
作
之
助
伝
」
⑳

大
谷
晃
一

☆
「
大
阪
も
の
が
た
り
」
⑪

石
演
恒
夫

☆
「
夕
ぐ
れ
に
蒜
を
植
え
て
」

足
立
巻
一

☆
「
現
代
と
伝
統
」
⑦

吉
田
光
邦

☆
ア
ラ
ブ
大
使
の
声

林
辰
彦

委
員
と
作
家
を
兼
ね
る
黒
部
さ

ん
ら
し
い
会
だ
っ
た
。

口
西
脇
さ
ん
の
初
出
版
会

「
悔
い
だ
ら
け
の
人
生
」

神
戸
土
地
Ｋ
Ｋ
の
西
脇
親
さ

ん
が
、
こ
の
ほ
ど
「
悔
い
だ
ら

け
の
人
生
」
と
題
し
た
一
冊
を

初
出
版
。
６
月
７
日
神
戸
銀
行

倶
楽
部
三
階
で
、
出
版
記
念
会

が
開
か
れ
、
友
人
、
後
輩
の
経

済
人
、
花
隈
の
女
将
や
花
隈
出

身
の
マ
マ
な
ど
一
○
○
人
が
集

っ
て
、
花
を
愛
し
、
酒
を
愛
し

オ
ー
ル
関
西

癖
》
》
》
》
癖
蝉
騨
癖
》
》
壱
鱈
・
鑑

瀞 騨

…
蕊
鰯
識
騨
識
騨
鍵
『

霞

暫
蕊
藤
蕊

秘酒“鹿茸酒, , の効果やいかに？

’
6８

人
を
愛
し
た
西
脇
さ
ん
に
ふ
さ

わ
し
い
会
だ
っ
た
。

ろ
く
じ
ｋ
う
し
ゆ

口
幻
の
秘
酒
〃
鹿
茸
酒
″
復
活

そ
の
普
秦
の
始
皇
帝
が
、
探

り
あ
て
た
幻
の
秘
澗
〃
鹿
茸

酒
″
を
〃
ミ
ネ
さ
ん
〃
で
親
し

ま
れ
る
高
英
洋
さ
ん
が
、
鹿
茸

酒
本
舗
と
し
て
、
四
千
年
を
経

た
、
こ
の
六
月
八
ｕ
リ
キ
ュ
ー

ル
〃
鹿
茸
酒
″
を
現
代
に
復
活

さ
せ
、
そ
の
試
飲
大
パ
ー
テ
ィ

が
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
カ
ポ
ネ
や
三
宮
サ
ウ
ナ

の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
神
戸
の

美
術
家
達
の
後
援
者
で
も
あ
る

高
さ
ん
の
門
出
を
祝
っ
た
。

ミネさんを囲んで

？癖弾

鍵 繍繍:ミ

E 愛

☆
新
し
い
関
西
を
創
造
す
る
総
合
雑
誌

弦。
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★
国
塵
噛
朱
器
店

●
エ
フ
ワ
ン

★
喫
茶
一
愛

●
ひ
つ
じ
ゃ

★
ウ
ネ
服
飾
店

●
九
番

★
Ａ
Ｂ
Ｏ
鞄
・
店

●
シ
ャ
チ
●
太
田

★
大
上
勤
》
店

●
い
な
み

★
カ
メ
ヤ
玩
具
店

●
元
町
フ
ル
ー
ツ

☆
元
町
．
コ
ル
フ
シ

●
杉
●
本
商
店

★
ト
ラ
ヤ

●
朝
日
屋

★
吉
田
カ
メ
ラ
商

●
い
と
や

☆
一
元
町
バ
ザ
ー

●
大
蓄
★
竜
陪
園

●
フ
ァ
ミ
リ
ア

★
イ
ク
シ
マ
ヤ

●
サ
ン
・
サ
カ
エ

★
う
め
に
や

●
太
田
屋

☆
カ
ワ
ム
ラ

●
銀
鹿
屋

★
三
和
商
事

●
‐
キ
ャ
サ
リ
ン

★
サ
ワ
タ
ニ
文
旦

●
三
シ
翰

☆
サ
ン
ト
ス

●
も
だ
’
ん

★
ア
マ
ッ

●
元
映
・
元
町
甫

元町

〆

●
元
映
・
元
町
東
映

☆
七
‐
宝
’
宝
飾
店

●
ア
ポ
ロ

★
と
よ
さ
き

＠
三
華
園
薬
局

★
エ
ル
シ
ー

●
キ
ョ
シ
マ
屋

★
カ
シ
ミ
ヤ

●
タ
イ
ム

☆
白
“
牡
丹

●
“
神
戸
画
廊

☆
サ
ノ
ヘ

Ｉ

一一〆
／

★
舶
来
婦
人
服
地
・
御
誹
え

涼
し
く
優
し
く
…
コ
ッ
ト
ン
セ
ー
ル

”
夏
の
新
作
バ
ッ
グ
と
財
布

☆
特
選
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
の
店

｜
一
手
一
一

一
一
一 同国

と
ま
ち
サ
マ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

５００丑
《
鯉
川
筋

Ｌ
協
和
銀
行
元
町
支
店
●

Ｅ

丸
太
屋
★

Ｔ

－
フ
・
モ
ー
ド
⑤

★
か
ね
て
っ
食
品
★
不
二
屋
③

ピ
ー
ハ
イ
プ
ギ
フ
ト
☆

二
つ
茶
屋
Ｑ

（
２
Ｆ
）
と
ん
か
つ
一
瀞
★

元
町
時
計
店
●

喫
茶
あ
じ
さ
い
（
２
Ｆ
）
★

店
一
濡
鞭
繁
趨
日
本
旅
行
●

装
日
本
濡
慰
酷

￥
千
岡
田
羽
二
重
店
★

§
〃
マ
サ
一
一
電
気
④

／
離
弗
腰
酷

穴
」
ラ
マ
蹟
糠
京
屋
★

新
光
●

あ
だ
ち
ゃ
★

い
と
や
ｅ

ふ
じ
ゐ
★

河
野
本
店
●

明
治
屋
★

矢
倉
●

ピ
オ
ニ
ー
☆

ヒ
ラ
マ
ツ
カ
メ
ラ
●

ま
つ
井
★

帥
ロ
ッ
コ
ー
マ
ン
〈
２
Ｆ
）
●

０

花
見
屋
☆

正
直
屋
●

ポ
ン
グ
ー
★

型
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
（
２
Ｆ
）
●

北
村
真
珠
店
★

Ｌ

菊
秀
●

Ｅ

日
本
楽
器
★

Ｔ

オ
ノ
洋
装
店
●

神
戸
屋
★

梅
龍
鎮
（
２
Ｆ
）
●

シ
ラ
サ
★

タ
ジ
マ
●

汀
ぉ
諭
奉
弥
糠
雛
播

踊
昌
ピ
ル
●

一
．訂

ｉ、』

ＵｆエーーググＩダ q だ』ｆ二 J 口”Ｑ _ Ｌ - ﾉ し催らグッニ層ＪＲ一異ⅣＨ１↓』Ｈ１ J ークィロークノロ咽ｒ』玉 1 , 』至混卿『ｌヱノロ
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１番街れん力ご道
ど

（ 、
』 Ｌ夕

☆
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

洗
練
さ
れ
た
神
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル

入
れ
た
て
の
香
り
高
い
排
伽
を
／
，

☆
元
町
の
オ
ア
シ
ス

田
歯

具
店

甥 ②
蕊蝿し

Ｌ』シツ店
ヨホ

商
会

☆T E L ３３１－１０７９

科

☆ＴＥＬ３３１－５６８９

ツｌ
プル

ードうそサントス
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月
犯
日
国
際
会
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●
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リ
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ロ
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烏
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。

〈
秀
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉
は
ほ
か
に
も
、
会
員
の
方
々

の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
催
し
を
開
催
や
店
内
、
外
で
の

特
別
企
画
催
し
へ
の
ご
招
待
を
は
じ
め
、
お
買
も
の
券
の
発
行
、

／ な
ら
ず
と
も
注
目
せ
ず
に
い
ら
れ

な
い
、
と
大
変
な
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
去

る
５
月
詔
日
の
シ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム

ス
の
華
麗
で
迫
真
に
満
ち
た
ス
テ

ー
ジ
で
し
た
。
次
回
は
９
月
、
お

な
じ
み
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
サ
ウ

ン
ド
を
お
楽
し
み
に
ノ
．
あ
な
た
の

全
ク
セ
ル
ボ
ッ
ク
ス
〉
を
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
℃

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
。
音
楽
フ
ァ
ン

こ
れ
は
、
〈
大
丸
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

ミ
リ
ー
〉
の
全
台
貝
な
ら
で
は
の
メ

世
界
一
流
の
ア
ー
チ
ス
ト
の
ス
テ
ー
ジ
が
、
い
つ
も
Ｓ
席
で
鑑
季
節
に
先
が
け
た
お
買
得
催
し
へ
も
優
先
し
て
ご
招
待
。

賞
で
き
る
…
…
…
と
い
う
嬉
し
い
お
話
し
。

ほ
か
に
も
、
神
戸
大
丸
産
経
学
園
・
各
種
文
化
教
室
．
レ
ジ
ャ
ー

こ
の
た
び
、
大
丸
神
戸
店
が
設
け
た
く
エ
ク
セ
ル
ボ
ッ
ク
ス
〉
。
施
設
の
入
学
金
免
除
や
ご
優
待
割
引
き
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
玄

も
う
ご
存
知
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
一
般
に
言
わ
れ
る
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
ご
参
加
い
た
だ
け
る
楽
し
い
行
事
も
盛

Ｓ
席
を
、
割
引
料
金
で
特
別
ご
優
待
す
る
と
い
う
夢
の
特
典
で
す
。
り
だ
く
さ
ん
。
７
月
の
行
事
予
定
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
高
雄
の

大
丸
神
戸
店
中
８
階

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ロ
ン
（
内
線
狐
・
加
〉

お
問
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は

q ■

郷
ち
に
な
れ
ば
、
自
動
的
に
〈
大
丸
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
〉
の
会

農
で
壷
、

、
あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
、

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

ご
入
会
く
だ
さ
い
。

⑳
一
便
利
で
ゆ
た
か
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
…
…
…
…

〈
大
丸
エ
ク
セ
ル
カ
ー
ド
〉
を
お
侍

大丸店内でのシュープリームスサイン会風景

納
涼
と
祇
園
ば
や
し
を
楽
し
む
会

・
歴
史
の
ふ
る
さ
と
費
訪
ね
る
会

・
・
チ
ビ
ッ
コ
映
画
会
・
ぬ
い
ぐ
る

み
人
形
劇
．
．
…
・
な
ど
な
ど
。
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